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1923 1 5 
1924 4 10 
1925 1 8 
1926 1 6 3 
1927 1 9 3 
1928 1 3 8 
1929 2 2 5 
1930 2 2 3 
1931 2 5 10 
1932 1 2 3 
1933 1 2 ll 
1934 4 4 3 
1935 5 4 23 
1936 6 45 1 
1937 3 7 20 2 
1938 3 7 1 
1939 3 8 
1940 8 1 
1941 1 12 3 2 
1942/4 1 3 2 1 
1942/10 1 9 1 3 
1943/10 5 9 4 1 
1944/10 2 7 7 










































次に､朝鮮出身の学生は 122名 (留学生全体の約 28パーセント )､台湾出身の学生は 44名 (約 10パ
















学生は第二次大戦末期の 1944(昭和 19)に工学部に入学した 2名で､いずれも 1942(昭和 17)年に来 目
し､桐生工専を卒業してから専攻生 (又は聴講生)として入学した｡一方フィリピンからの留学生は 1917 
(大正 6)年から 1922(大正1 1)年の 6年間に集中し､いずれも医学部に入学している｡ 
(5)欧米
また欧米諸国からの留学生は 7人確認される｡そのうち 1人は工学部化学工学科に専攻生として在籍
したが､残る 6人は全て法文学部に在学している(本科 4人､専攻生 2人)｡米国の 4人のうち2人は日系学
生で (1928年および 1938年に入学)､残る 2名は法文学部創設間もない 1924(大正 13)､1 925年に専攻生
として在学した｡また 1938(昭和 13)年にイタリア入学生 1名が入学D｢学徒出陣｣で法文学部が騒がしい 1 






















































梨花女専 2､延示喜､崇 実 1(高 等 普 通学校 )
崇実 2､延示喜2 1(京城 師範 )
普成 2､延示喜､
昭和 14 三重高農 日大 ､法 政早稲 田高 師 ､中央大 延肩書 1(朝鮮 中学 )














延扉喜2 2(朝鮮 中学 )







略称 :京城法専-京城法学専門学校/京城鉱 専-･京城 工業専門学校/京城 高工･･･京城 高等工業学校/水原 高農 水原 高
等農林学校/崇実･･･崇実専門学校/延稽 延繕専門学校/梨花女専目梨花女子専門学校/普成 ･普成 専門学校 
5 台湾出身学生の出身校
入 学年 内地 台湾






昭和4 八高 台湾総督府 商専




昭和 9 弘前高 台北高3
昭和 10 府立高､成城高 台北高2
昭和 12 台北高 3
昭和 13 五高､府 立高 台北高




昭和 18/10 二高､八高､弘前､新潟 ､山形
昭和 19/10 静岡､ 台北高
昭和20/4 二高､浦和高2























































1915 中国 1 
1916 中国 2 1(選科 ) 
1917 朝鮮台湾 1
その他 1 
1918 その他 2 
1919 中国 1 つJ 
1920 中国 1
その他 2 1 
1921 中国 2 
1922 中国 1 1 1 トい
その他 1 
1923 朝鮮台湾 1
中国 1 3 1 
1924 朝鮮台湾 1 3
中国 2 2 6 
1925 朝鮮台湾 1
中国 2 1 3 2
その他 1 
1926 朝鮮台湾 4 2 1
中国 1両 3
その他 
1927 朝鮮台湾 4 1 1 l十 6(2)
中国 トト 2 1 
1928 朝鮮台湾 1 ウJ
中国 2 6
その他 1 
1929 朝鮮台湾 1 2 1
中国 1 1 2 1 
1930 朝鮮台湾 1 3
中国 いい 1 1 1 
1931 朝鮮台湾 1 1 1 3 1
中国 トい 5 2 いい 3(1) 2(
その他 1 
1932 朝鮮台湾 1 1 1
中国 1 1 1 トー十 
1933 朝鮮台湾 t守 1 2
中国 5 2 2(2) 2 2 
1934 朝鮮台湾 2 1 1 3(1) 2
中国 1(1) 1 l十 2 
1935 朝鮮台湾 1小 2 いい 5 1
中国 3 1 1 l小 6 3 9 
1936 朝鮮台湾 3 3
中国 5(5) 3(1) 3 1 1 2 9(3) 5 2
1937 朝鮮台湾 2 1(40) 2
中国 lH1 1 2 1 9(4) 1 1
1938 朝鮮台湾 7(2) 5
中国 トi十 1
その他 1 1 
1939 朝鮮台湾 3 5(2) 4 2(
中国 1 1両 
1940 朝鮮台湾 3 1 8(3)
中国 1 
1941 朝鮮台湾 1 l小l 2
中国 1 4 
19/42 朝鮮台湾中国 1 1 4(12) 2
194/120 朝鮮台湾中国 2 3 2 3(2) 2
194/13 朝鮮台湾0 6 1 1(30)
中国 2 1 1 1







1944/10 朝鮮台湾 1 1 1 6中国 t>   3 2
その他 2 
1945/ 朝鮮台湾 1 3 1中 国 3 10 2 36
総計 朝鮮台湾 27小 19 16 1 1 いい 99(21) 25 2(1
中国 ll( ) 43(2) 4 1 18 6 40 4 5 5(5) 95(8) ll 5 1､日
その他 6 2 1 4(1) 1 3







敬 物 化 地 岩 坐 地 機 化 電 金 近 演 文 経 未定























大 院進 学年 姓名出身 学部 専攻 .研 究テーマ 卒業 大学 修 了 .退 学後 の履歴等 
1926 陳 逮功+ ) 理 数 学 数 学解析 東 北帝 国大学 武 昌大 学 .漸 江 大 学 .復 且 大学教授 /杭 州 大学副 学長 
1927 蘇 歩 青 理 数学 幾何 学 東 北帝 国大 学 斬 江 授 .復 旦大学教授復 旦大学名 誉校 長 ほか 
1927 閏 泳寿( 傑 法文 法科 民 特 に親 族 法 相続 法論 東 北帝 国大学 
1930 馬 廷 英 哩 地 質 学 古 中華 民 国 古 生 代 の 東 北帝 国大学 南京 国 立 中央 大 学 .国 立 地質 
(中 ) 生物 学 地質 研 究 院教授 /台湾 大学教授 
1931 謝 循 貫(中萱) 理 生物 学 植 物 生理 一般 東 北帝 国大学 広東 中山台湾 師範 大学教授 
1931 青 棒(中華 ) 法 文 英 文学 CarlyleandPlatonism 北 京 師 範 学東 北帝 国 大大学 
1933 呉 紹鑑(中華 ) 法文 経 済 科 財 政学 東 北帝 国大学 
1934 林 育葬(中華 ) 法 文 法科 政 治学 東 北韓 国大学 
1934 楊 永 芳(中華 ) 哩 数 学 解 析 東 北帝 国大 学 
1936 王 福春( + ) 理 数 学 幾何 学 武 昌 師 範 学東 北帝 国 大大学 塗 南大学教授 
1936 孫 滞痕 哩 数 学 幾何 学 漸 江大 学東北帝 国大学 
1936 尤 崇 寛(中華 ) 理 数 学 実用数 学 東 北帝 国大学 ■こ 
1936 張 儒 林(中華 ) 理 数 学 代数 学 東 北帝 国大学 
1936 馬 希 融(中華 ) 理 地 質生物 学 古 古生代 地質化 石 東 北帝 国大学 

















学位取 種類得年月 J-. 姓名 出身 論文題 目 学歴その他 
1929/8 医学博士 闇 徳経 中華 家兎の血圧 に関する研究 南満 医学堂卒､同副手東北帝大副手 (S2.10-) 
1929/8 理学博士 陳 建功 中華 直交函数の級数論に関する研究 東北帝国大学理学部卒 
1930/3 文学博士 オイゲン.リゲル - ドイツ Dr ueadbsseshdlso ⅠBn.np i i aiemtuySnsseeFi m , el 法文学部外国人教師 
1930/4 医学博士 金 明準 朝鮮 肝臓機能 に及 ぼす上波小体はるもんの影響 に就て 
1931/5 理学博士 蘇 歩青 中華 疑似及射影微分幾何学の関係 に 東北帝国大学理学部卒就て
1933/9 医学博士 黄 丙丁 中華 皮膚放線菌症補遺 南満 医学堂卒＼満州医科大学助手＼東北帝大副手 
1935/7 医学博士 雀 棟 朝鮮 飢餓死に関する研究 京城セブランス連合医専卒トロント大学医学部で学位東北帝国大学医学部副手 
1936/ll理学博士 馬 廷英 中華 志留 紀珊瑚 の起源 に就 て/本代珊瑚の気候的成長変化等 6古 生 東北帝国大学理学部 
1937/5 医学博士 楊 志雄 中華 結核に関する研究 南医科 卒東北帝国大学専攻生
 
1939/1 医学博士 丁 佐鎮
 朝鮮 各種血液変状 に於 ける血液 内造 私立五星学校卒
血性物質に関する研究 京城帝国大学専攻生
 
1939/2 医学博士 河 斗換
 朝鮮 ｢エツク｣療管 犬 に於 ける消化液 東北帝国大学医学部卒
の分泌 に就て 東北帝国大学副手 (Sll) 
1940/3 医学博士 鄭 圭元 朝鮮 骨折治癒 に関する実験的研究 セブランス連合医専卒京城帝国大学専攻生
 
1940/5 医学博士 陳 志藻
 中華 障碍肝臓 の酵素作用に関する研 青島医学校卒/名古屋 医大 .
究 長崎医大 .東北大専攻生 
1941/1 医学博士 慶光 珍極 朝鮮 口腔粘膜 に及ぼす光力学的作用 京城帝国大学で研究の研究













入学年 学部 学科 .専攻 姓名 出身 身分 苧歴等 


















































1936- 法文 国際法 張 競叔 中華民国 専攻生 北平郁文大学卒専修大学高等研究科 
1936 法文 教育学 湯 蘭芥 中華民国 専攻生 漸江公立法政 門学校卒日本大学高等専攻科修了 

















1(1199443卒) 法文 国語学 日 若愚 中華民国 本科生 日本女子大学校卒 

















入学年 Ill 第二高等学校 (仙台医学専門学校東北帝大医学専門部) (仙台高等工業学校東北帝大工学専門部 ) 合 計
中国 満州 台湾 朝鮮 中国 朝鮮 中国 満州 台湾 朝鮮 










 8 ll 1 2
1909 5 ll 6 2
1910 8 9 1




 2 1 2
 
1914
 4 1 5 1 l







 5 1 4 1
1919 5 2 2 1 1
1920 8 5 1
1921 5 1 4 1 l
1922 4 2 2
 
1923






 2 1 1
 
1926










 3 3 3 1 1












 1 1 3 
1938 2 3 2 2 
1939 1 2 1 
1940 2 2 2 1 
1941 1 3 2 1 2 1 1





















































の諸学校から東北帝国大学に進学した学生が 20孝l含まれるから､おおよそ 600名ほどの留学生が 1942 
(昭和 17)年までに仙台の土を踏んだと言うことになる｡入学者の推移をみると､そのピークは 1908(明治 4 
1)年から 1909年頃であり､その後は 10人程度を中心にしつつ変動､1 932年以降激減している｡つまり､二
高や医専･高工等の留学生に限るならば､留学生がもっとも多かったのは 20世紀初頭ということになる｡




北帝大-の留学生を中心とする 1935(昭和 10)年前後の第二波､そして｢留 日学生教育非常措置｣で強
制的に留学生が集められる 1945(昭和 20)年という､三つのピークが存在すると言うことができよう｡これら
の諸学校-の留学生をも視野に入れた仙台留学生史の解明もまた､今後の課題である｡ 
(永 田 英明)
※本調査における各種資料の調査及び統計の作成に際しては､勝亦浩之･風間亜紀子 ･金銀貞氏 (いずれも東
北大学大学院文学研究科学生)の協力を得た｡ 
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